
 

 

 

 ＭＴＥＸ５．１．１付属 

  ＤＣ０６＿２ｕｎｉａｘ．ａｎｇデータの解析 

  ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸ比較 
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概要 

 ａｎｇフォーマットＥＢＳＤデータをＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸに読み込み 

 再計算極点図を比較する。 

 ＭＴＥＸでは、ＦＷＨＭがパラメータで平滑化が行われている。 

 ＥＮＳＤデータは、 ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアで 

  

 で読み込み、ＬａｂｏＴｅｘ向けＳＯＲファイル 

       ＭＴＥＸ向けＣＴＦファイルを作成する。 

  

 ＭＴＥＸでは、パラメータであるＦＷＨＭを変えてＯＤＦ解析を行い 

 極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＬａｂｏＴｅｘと比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ａｎｇデータの読み込み変換 

 

 

 ａｎｇデータからｃｔｆ、ＳＯＲファイルを作成 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘに読み込みＯＤＦ解析、再計算極点図計算 

 

 

注意：データ点数が少ないと再計算極点図は計算できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで読み込み、ＦＷＨＭはデフォルト 

odf=calcODF(ans.orientations) 

 

 

 

ＯＤＦＭａｘ＝１６，極点図Ｍａｘ＝５．７ 

ＬａｂｏＴｅｘでは１３１１．９７と６４．０６である。 

 

では、ＬａｂｏＴｅｘと同程度の値にしてみます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘでは１３１１．９７と６４．０６に対し 

ＭＴＥＸで、１２７８，６６が得られます。 

 

 

 

 

 

 



それぞれのＯＤＦをＥｘｐｏｒｔして比較 

ＬａｂｏＴｅｘ φ＝３５ 

 

 

 

ＭＴＥＸ φ＝３５ 

 

 

 ほぼ同一の結果です。 

 



極点図比較 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＭＴＥＸ（ＦＷＨＭ＝２．０ｄｅｇ） 

 

ＭＴＥＸ（ＦＷＨＭ＝２５ｄｅｇ、ＥＢＳＤデフォルトＦＷＨＭ＝２５） 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘでは、ＭＴＥＸのＦＷＨＭ＝２．０ｄｅｇと一致しています。 

  


